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第３章 水門設備 

 

第１ 河川・水路用水門設備 

 

１ 直接製作費 

 

１－１ 材料費 

1) 材料算出要領 

(1) 主要部材 

主要部材の範囲を、表－3・1・1～14 に示す。 

 

１－２ 製作工数 

1) 製作工数算出要領 

標準製作工数算出に当っての各要素「ｘ」の定義を表－3・1・15～18「標準製作工数算定要

領」に示す。 

小形水門において、円形断面の水路に設置される水門扉は、円形断面の直径を有効高及び

純径間とする。 

2) 製作工数算出区分 

製作工数算出にあたっては、表－3・1・19～20「製作工数算出区分」によるものとする。 

なお、標準製作工数は、材料費に示す「主要部材」、「副部材」の範囲は全て含まれる。 

3) 全アルミ製ゲート・全鋳鉄製ゲート 

全アルミ製ゲート・全鋳鉄製ゲートの水門は、本基準を適用できない。 

4) 小形水門の標準製作工数 

(1) 小形水門の標準製作工数算出式に示すスライドゲートの工数は、高圧スライドゲートには

適用できない。 

(2) 扉体面積 10ｍ2未満のプレートガーダ構造の横引きゲート、角落しゲートにはスライドゲ

ートの標準製作工数算定式には適用できない。 

(3) 全鋳鉄製の水門（扉体）、アルミニウム製の水門等に小形水門の標準製作工数算定式は適

用できない。 
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表－3・1・1 小形水門 

設 備 名 
プレートガーダ構造ローラゲート 

(普通ローラゲート) 
区  分 扉 体 部 

主要部材名 

①スキンプレート 

②主桁［Ｆ、Ｗ］ 

③補助桁［Ｆ、Ｗ］ 

 ダイヤフラム［Ｆ、Ｗ］(指示図欠番) 

④端縦桁［Ｆ、Ｗ］ 

⑤主ローラ 

⑥主ローラ軸 

部 材 指 示 図 
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表－3・1・2 小形水門 

設 備 名 
プレートガーダ構造ローラゲート 

(普通ローラゲート) 
区  分 戸当り部 

主要部材名 

［底部戸当り］ 

①底部戸当り桁 

②水密板 

［側部戸当り］ 

③主ローラレール［Ｆ、Ｗ］ 

④主ローラ踏面                                                                                                                             

⑤ガイドプレート 

⑥膜板 

［上部戸当り］(四方水密の場合) 

⑦ガイドプレート 

部 材 指 示 図 

［底部戸当り］ 

 

 
 

 

 

 

［上部戸当り］ 

 

 

 
 

（注）水密板を設ける場合もある。 

 

［側部戸当り］ 
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表－3・1・3 小形水門 

設 備 名 プレートガーダ構造スライドゲート 区  分 扉 体 部 

主要部材名 

①スキンプレート 

②主桁［Ｆ、Ｗ］ 

③補助桁［Ｆ、Ｗ］ 

④端縦桁［Ｆ、Ｗ］ 

 クサビ（指示図欠番） 

⑤支圧板 

水密ゴム押さえ板（指示図欠番） 

部 材 指 示 図 
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表－3・1・4 小形水門 

設 備 名 プレートガーダ構造スライドゲート 区  分 戸当り部 

主要部材名 

［底部戸当り］ 

①底部戸当り桁 

②水密板 

［側部戸当り］ 

③スライドレール［Ｆ、Ｗ］ 

④膜板 

［上部戸当り］(四方水密の場合) 

⑤ガイドプレート 

部 材 指 示 図 

［底部戸当り］ 

 

 

 
 

 

 

［上部戸当り］ 

 

 

 
 

（注）水密板を設ける場合もある。 

 

［側部戸当り］ 
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表－3・1・5 中・大形水門 

設 備 名 
プレートガーダ構造ローラゲート 

(普通ローラゲート) 
区  分 扉 体 部 

主要部材名 

①スキンプレート 

②主桁［Ｆ、Ｗ］ 

③補助桁［Ｆ、Ｗ］ 

 ダイヤフラム［Ｆ、Ｗ］(指示図欠番) 

④端縦桁［Ｆ、Ｗ］ 

⑤主ローラ 

⑥主ローラ軸 

⑦シーブ 

［ロッカービーム本体］ 

⑧ロッカー本体 

⑨ロッカー軸 

⑩主ローラ 

⑪主ローラ軸 

部 材 指 示 図 

 

 
 

［ロッカービーム本体］ 
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表－3・1・6 中・大形水門 

設 備 名 
プレートガーダ構造ローラゲート 

(普通ローラゲート) 
区  分 戸当り部 

主要部材名 

［底部戸当り］ 

①底部戸当り桁 

②水密板 

［側部戸当り］ 

③主ローラレール［Ｆ、Ｗ］ 

④主ローラ踏面板 

⑤ガイドプレート 

膜板(指示図欠番) 

⑥取外し戸当り支持金物 

［上部戸当り］(四方水密の場合) 

⑦ガイドプレート 

⑧水密板 

 

部 材 指 示 図 

［底部戸当り］ 

 

 
 

［上部戸当り］ 

 

 
 

［側部戸当りパターン 1］ 

 

 
 

［側部戸当りパターン 2］ 
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表－3・1・7 中・大形水門 

設 備 名 シェル構造ローラゲート 区  分 扉 体 部 

主要部材名 

①スキンプレート 

②上面板 

③背面板 

④底面板 

⑤補助桁［Ｆ、Ｗ］ 

⑥ダイヤフラム［Ｆ、Ｗ］ 

⑦端縦桁［Ｆ、Ｗ］ 

⑧主ローラ 

⑨主ローラ軸 

⑩シーブ 

部 材 指 示 図 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(注) 支承部がロッカービーム方式の場合は、プレートガーダ構造ローラゲート(扉体部)を参照すること。 
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表－3・1・8 中・大形水門 

設 備 名 シェル構造ローラゲート 区  分 戸当り部 

主要部材名 

［底部戸当り］ 

①底部戸当り桁 

②水密板 

［側部戸当り］ 

③主ローラレール［Ｆ、Ｗ］ 

④主ローラ踏面板 

⑤ガイドプレート 

⑥膜板 

⑦取外し戸当り支持金物 

［上部戸当り］(四方水密の場合) 

⑧ガイドプレート 

⑨水密板 

 

部 材 指 示 図 

［底部戸当り］ 

 

 
 

［上部戸当り］ 

 

 
 

［側部戸当り］ 

 

 

 

④ 
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表－3・1・9 中・大形水門 

設 備 名 各種ゲート共通 区  分 
開閉装置部 

(ワイヤロープウインチ式) 

主要部材名 

①ドラム部(シェル、ボス、フランジ) 

②各ギヤ(ドラムギヤ、ピニオンギヤ) 

③シーブ部(シーブ、ブラケット、軸) 

④軸類(ドラム軸、ギヤ軸、ピニオン軸、トルク軸) 

⑤開閉装置フレーム［Ｆ、Ｗ］ 

部 材 指 示 図 
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表－3・1・10 中・大形水門 

設 備 名 プレートガーダ構造角落しゲート 区  分 扉 体 部 

主要部材名 

①スキンプレート 

②主桁［Ｆ、Ｗ］ 

③補助桁［Ｆ、Ｗ］ 

④端縦桁［Ｆ、Ｗ］ 

 

部 材 指 示 図 
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表－3・1・11 中・大形水門 

設 備 名 プレートガーダ構造角落しゲート 区  分 戸当り部 

主要部材名 

［底部戸当り］ 

①底部戸当り桁 

②水密板 

［側部戸当り］ 

③スライドレール［Ｆ、Ｗ］ 

④ガイドプレート 

⑤膜板 

［中間戸当り］ 

⑥スライドレール(中間支柱) 

 

部 材 指 示 図 

［底部戸当り］ 

 

 
 

 

［中間戸当り］ 

 

 

 
 

［側部戸当り］ 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥スライドレール 

（中間支柱） 

扉体 
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表－3・1・12 起伏堰 

設 備 名 起伏ゲート(鋼製) 区  分 扉 体 部 

主要部材名 

［扉体部］ 

①スキンプレート 

②背面板(魚腹形) 

③主桁［Ｆ、Ｗ］ 

④補助桁［Ｆ、Ｗ］ 

 ダイヤフラム(指示図欠番) 

⑤端縦桁  

⑥トルク軸(トルクチューブ) 

⑦扉体連結部軸 

ヒンジ軸(指示図欠番) 

⑧中間軸受 

⑨基礎金物 

 

 (注) 中間軸受け、基礎金物は戸当り部参照 

部 材 指 示 図 
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表－3・1・13 起伏堰 

設 備 名 起伏ゲート(鋼製) 区  分 戸当り部 

主要部材名 

［底部戸当り金物］ 

①底部戸当り金物 

［側部戸当り金物］ 

②サイドプレート 

③軸受部 

⑧中間軸受 

⑨基礎金物 

 

部 材 指 示 図 
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表－3・1・14 起伏堰 

設 備 名 起伏ゲート 区  分 開閉装置部 

主要部材名 

①軸受架台 

②トルクアーム 

③テール金物 

 テール金物架台(指示図欠番) 

④ピン 

 

部 材 指 示 図 
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表－3・1・15 標準製作工数算定要領 

ゲート形式 区 分 標準製作工数算定式 ｘ  の  定  義 

［小形水門］ 

プレートガーダ構造 

スライドゲート 

（三方・四方水密） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

扉 体 

 

 

戸当り 

 

 

 

 

 

 

 

ｙ=3.87ｘ1+2.19 

 

 

ｙ=0.59ｘ2+2.67 

 

 

 

 

 

 

 

ｘ1：扉体面積（㎡）  ［ｘ1の適用範囲；～10㎡未満］ 

  扉体面積：純径間（ｍ）×有効高（ｍ） （図－１参照） 

 

ｘ2：戸当り延長（ｍ） ［ｘ2の適用範囲；25ｍ未満］ 

［三方水密の場合］ 

  片側側部戸当り高さ（ｍ）×2＋純径間（ｍ）    （図－１参照） 

［四方水密の場合］ 

  片側側部戸当り高さ（ｍ）×2＋純径間×2（ｍ） （図－１参照） 

 

プレートガーダ構造

ローラゲート 

（三方水密） 

 

 

 

 

 

扉 体 

 

 

戸当り 

 

 

 

 

ｙ=5.28ｘ1+0.35 

 

 

ｙ=1.53ｘ2+3.67 

 

 

 

ｘ1：扉体面積（㎡）   ［ｘ1の適用範囲；～10㎡未満］ 

  扉体面積：純径間（ｍ）×有効高（ｍ）          （図－１参照）  

 

ｘ2：戸当り延長（ｍ） ［ｘ2の適用範囲；25ｍ未満］  

  片側側部戸当り高さ（ｍ）×2＋純径間（ｍ）    （図－１参照） 

 

プレートガーダ構造 

ローラゲート 

（四方水密） 

 

扉 体 

 

 

戸当り 

 

ｙ=5.23ｘ1+4.94 

 

 

ｙ=1.71ｘ2+0.38 

 

 

 

 

ｘ1：扉体面積（㎡）   ［ｘ1の適用範囲；～10㎡未満］ 

  扉体面積：純径間（ｍ）×有効高（ｍ）          （図－１参照）  

 

ｘ2：戸当り延長（ｍ） ［ｘ2の適用範囲；25ｍ未満］  

  片側側部戸当り高さ（ｍ）×2＋純径間（ｍ）×2  （図－１参照） 

 

 

 

 

図－１ 小形水門 プレートガーダ構造ローラゲート 
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表－3・1・16 標準製作工数算定要領 

ゲート形式 区 分 標準製作工数算定式 ｘ  の  定  義 

プレートガーダ構造 

ローラゲート 

（三方水密） 

 

 

 

扉 体 

 

 

戸当り 

 

 

ｙ=6.88ｘ1-15 

 

 

ｙ=6.58ｘ2-75 

 

 

ｘ1：扉体面積（㎡）  ［ｘ1の適用範囲；10 ㎡～300 ㎡］ 

  扉体面積：純径間（ｍ）×有効高（ｍ） （図－２参照） 

 

ｘ2：戸当り延長（ｍ） ［ｘ2の適用範囲；15ｍ～85ｍ］ 

  片側側部戸当り高さ（ｍ）×2＋純径間（ｍ）  （図－２参照） 

 

 

プレートガーダ構造 

ローラゲート 

（四方水密） 

扉 体 

 

 

戸当り 

ｙ=7.4ｘ1-15 

 

 

ｙ=5.42ｘ2-66 

ｘ1：扉体面積（㎡）   ［ｘ1の適用範囲；10 ㎡～80㎡］ 

  扉体面積：純径間（ｍ）×有効高（ｍ）     （図－２参照）  

 

ｘ2：戸当り延長（ｍ） ［ｘ2の適用範囲；15ｍ～65ｍ］  

  片側側部戸当り高さ（ｍ）×2＋純径間（ｍ）×2（図－２参照） 

 

 

 

図－２ プレートガーダ構造ローラゲート 
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表－3・1・17 標準製作工数算定要領 

ゲート形式 区 分 標準製作工数算定式 ｘ  の  定  義 

シェル構造 

ローラゲート 

扉 体 

 

 

戸当り 

ｙ=11.47ｘ1-23.6 

 

 

ｙ=10.49ｘ2-206 

ｘ1：扉体面積（㎡）    ［ｘ1の適用範囲；20㎡～300㎡］ 

   扉体面積：純径間（ｍ）×有効高（ｍ）  （図－３参照） 

 

ｘ2：戸当り延長（ｍ）  ［ｘ2の適用範囲；30ｍ～90ｍ］ 

片側側部戸当り高さ（ｍ）×2＋純径間（ｍ） （図－３参照） 

 

 

図－３ シェル構造ローラゲート 
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表－3・1・18 標準製作工数算定要領 

ゲート形式 区 分 標準製作工数算定式 ｘ  の  定  義 

起伏ゲート 扉 体 

 

 

戸当り 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｙ=7.94ｘ1-1 

 

 

ｙ=4.57ｘ2-10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｘ1：扉体面積（㎡）    ［ｘ1の適用範囲；5 ㎡～60 ㎡］ 

    純径間（ｍ）×有効高（ｍ） （図－４参照） 

 

ｘ2：戸当り延長（ｍ）  ［ｘ2の適用範囲；7ｍ～35ｍ］ 

      片側側部戸当り高さ（ｍ）×2＋純径間（ｍ） （図－４参照） 

 

 

 

図－４ 起伏ゲート 

 

 
 

 

 
開 閉 

装 置 
ｙ=0.05ｘ3+11.97 ｘ3：最大開閉トルク（kNm）［ｘ3の適用範囲；100～600kNm］ 
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表－3・1・19 製作工数算出区分 

 摘   要 参   考   図 

設  備 
主要部材、副部材に含まれるもの

は、標準製作工数の範囲とする。 

 

プレートガーダ 

構造ローラゲート 

（扉体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小形水門 

図－１参照 

１．扉体付の点検用背籠、梯子、手

摺等は扉体の標準製作工数に含ま

れる。 

２．桁側に設置されるカバープレー

トは、標準製作工数に含まれない

ため、別途積上げる。 

 （「鋼製付属設備区分Ａ」による）  

 

ダム用クレストゲートにローラ

ゲートを使用する場合は、河川用

普通ローラゲートを適用するもの

とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－２参照 

１．小形水門等に使用する「ラック

式開閉装置」及び「スピンドル式

開閉装置」は、本体、架台、ラッ

ク棒又はスピンドル、ラック棒カ

バー又はスピンドルカバー、アン

カーボルトまで含めて「機器単体

品」として計上する。 

図－１ プレートガーダ 

構造ローラゲート 

 

 
 
 
図－２ 小形水門 
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表－3・1・20 製作工数算出区分 

 摘   要 参   考   図 

起伏ゲート 図－３参照 

１．基礎金物は扉体の標準製作工数に

含まれる。 

２．トルクアーム、軸は開閉装置の標

準製作工数に含む。 

３．油圧シリンダ本体は機器単体品と

する。 

４．油圧シリンダに取り付けられる軸

受ブラケット・軸、又、接続する軸

受ブラケット、軸は開閉装置標準製

作工数に含む。 

５．油圧配管は標準製作工数に含まれ

ないため、別途積上げる。（鋼製付属

設備区分Ｄを適用する。） 

図－３ 起伏ゲート 
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１－３ 工場塗装費 

1) 標準的構造の水門設備の塗装面積は、表－3・1・21 を標準とする。 

 

表－3・1・21 標準塗装面積 

構 成 

区 分 扉体塗装面積 開閉装置塗装面積 

小
形
水
門 

プ レ ー ト ガ ー ダ 構 造 

ローラ・スライドゲート 
ｙ＝5.4ｘ － 

中
・
大
形
水
門 

プレートガーダ 構造  

ロ ー ラ ゲ ー ト  
ｙ＝6.8ｘ－12 ｙ＝0.1ｘ＋56.7 

シ ェ ル 構 造 

ローラゲート 

外  面 ｙ＝2.9ｘ＋109 
ｙ＝0.1ｘ＋56.7 

内  面 ｙ＝9.6ｘ－173 

プレートガーダ 構造  

角 落 し ゲ ー ト  
ｙ＝6.8ｘ－12 － 

起  伏  ゲ  ー  ト  ｙ＝4.1ｘ－0.8 ｙ＝0.002ｘ＋2 

摘    要 

ｙ＝標準塗装面積(㎡) 

ｘ＝扉体面積(㎡) 

 (純径間(ｍ)×有効高(ｍ)) 

ｙ＝標準塗装面積(㎡) 

ｘ＝開閉荷重(kN) 

ただし起伏ゲートのｘは 

開閉トルク(kNm) 

(注) 1. 戸当りの塗装面積は別途積上げるものとする。 

2. 中・大形水門の開閉装置の塗装面積は、１Ｍ１Ｄ、１Ｍ２Ｄ、２Ｍ２Ｄの場合に適用するもの

とする。 

3. 管理橋、防護柵等の塗装面積は別途積上げるものとする。 

4. ステンレス材の酸洗いが必要な場合は、その面積を別途積上げるものとする。 

 

２ 直接工事費 

 

２－１ 輸送費 

1) 輸送費の算出について、同時期、同一施工場所、同一区分の水門扉を複数門据付ける場合

は、扉体面積の合計値をｘとして算出する。 

 

２－２ 据付工数 

1) 中・大形水門のプレートガーダ構造ローラゲート(三方水密、四方水密)の据付において、工

場で接合したものを現場搬入しそのまま据付ける場合は、小形水門の据付工数を適用するも

のとするが、据付材料費率、据付補助材料費率については、中・大形水門設備を適用するもの

とする。 

 

２－３ 直接経費［小形水門］ 

1) 電気溶接機の規格 

電気溶接機の規格については、下記の例及び現場条件を勘案の上選定するものとする。 

・商用電源がある場合 

電気溶接機 交流アーク溶接機 定格電流 200Ａ 
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・商用電源がない場合 

電気溶接機 ディーゼルエンジン付 定格電流 200Ａ 

又は 

電気溶接機 交流アーク溶接機 定格電流 200Ａ及び 

発動発電機 ディーゼルエンジン駆動 定格容量 8kVA の組合せとする。 

2) クレーン及び電気溶接機の標準運転日数 

クレーン及び電気溶接機の標準運転日数のＤは、設備 1 門当りの運転日数であり、複数門

ある場合の運転日数は、1 門当りの運転日数に門数を乗じて計上する。 

なお、据付門数による補正は行わないものとする。 

 




